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令和８年度　　学校評価書　　　（計画段階）

具　体　的　目　標

ア．各教科と自立活動の教科横断的な連動を意識した教育活動により、自立と社会参加に必要な資質・能力の育成を図るとともに、人
権が尊重される学習活動を充実させる。
イ．授業の充実・改善に向け、各学科・教職員個々の主体的な研鑽活動等を推進し、本校教育に必要な専門性・指導力の向上を図る。

ア．生徒一人一人の夢を引き出しその願いに寄り添う個別の教育支援計画を作成し、キャリア教育を充実させる。
イ．生徒一人一人の夢や希望の実現に向け、組織的な進路指導体制を構築し取組を充実させる。

ア．生徒の様々な挑戦や経験の場、他者との交流・協働等に係る活動を充実させ、社会とのつながりを広げる。
イ．生徒の主体的な活動や個性を発揮する活動を支援し、主体性や自己肯定感を高める。
ウ．緊急時への備えや一人一人を大切にした教育活動・支援体制づくりを推進し、生徒が安心・安全に過ごせる環境を整える。

ア．センター的機能の更なる充実及び各学科・寄宿舎それぞれの強みの明確化を図り、本校の良さを発揮する。
イ．教育活動や生徒の姿の更なる情報発信と計画的・組織的な広報活動を行うとともに、教職員一人一人が教育活動を通して本校の良
さを発信する担い手であることの意識を高める。

学校運営の重点①　「敬愛」「礼節」の理念を基盤にした誰もが大切にされる学校づくり　　②　生徒・教職員一人一人が「きらり」と輝く学校ブランディングの推進

社会とつながり、生徒の可能性を広
げる生徒指導

本校の強みの発揮と発信

生徒指導課や人権推進担当と協働し、教育活動全体を通して人権意識を高める指導体制を整え、学科集会
や特設授業等を通して、SNSの適切な利用や安心・安全な生活について考えさせる指導を行う。

動画コンテンツや専門書等の内容を積極的に取入れ、各生徒の多様なニーズに応じた授業実践を行う。

実技指導の新カリキュラムに基づいた授業実践に取組むとともに、成果や課題を共有しながら、定期的に実
技に特化した研修等を行う。

学校関係者評価

次年度の主な課題

臨床実習及び基礎実習を通して基礎的・総合的な臨床技術の向上を図る。また、患者の思いや背景に配慮
できる豊かな人間性及び信頼される医療従事者としての姿勢や態度の育成に務める。

校外臨床実習を通して、本校理療科の特色や教育内容を積極的に発信し、継続的な広報活動を行う。また
分掌や他学科との連携を強化し、学校全体としての魅力発信と理療の価値向上に努める。

企業等での臨床実習を通じて、理療の有用性・有効性を啓発することで新たな雇用の創出につなげる。

具体的目標

個別最適な学びの充実と主体的に学ぶ力・自立す
る力を育成する。

協働的な学びと人権意識を育成し、社会参加力の
向上を図る。

年　度　重　点　目　標

「みえる・分かる・できる」を生徒が実
感できる学習指導

生徒の夢をかなえる進路指導

自己評価

学　校　運　営　計　画　（４月）

学校運営方針

昨年度の成果と課題

昨年度は、生徒一人一人が夢や希望を明確
に意識し、その実現に向けて計画的かつ主
体的に取り組むことができるよう、キャリア教
育の充実を図った。また、授業や行事、生徒
会活動等において、生徒が活躍できる場や
体験的に学ぶ機会を設定し、生徒の自己実
現に向けて成果を上げることができた。
今年度は、これらの取組を引き継ぎつつ、社
会に貢献できる人材の育成を目指し、人権
教育を更に充実させるとともに、各学科等の
強みを生かした教育活動を一層充実させて
いく。加えて、地域や関係機関との連携を深
め、より実践的で多様な学びの機会を提供
し、生徒の主体性や協働性を育成することに
も力を入れていく。

具　体　的　方　策 評価（３月）

　
　

   自己評価は

　　　A　：　適切である

　　　B　：　概ね適切である

　　　C　：　やや適切である

　　　D　：　不適切である

公式X・YouTube等による情報発信を継続して行い、入学者数の増加につなげる。

Classroom等を活用して学舎間の情報共有を効率化し、組織的な生徒支援体制を整える。

交流学習や校外学習などの体験的な学習を通して、他者と関わりながら学ぶ経験を深め、社会性・協働性・
コミュニケーション力・行動力を育成するとともに、豊かな人間性や互いを尊重し合う態度を養う。

自立活動の課題を整理する場を定期的に設け、優先順位に基づいた適切な指導を行う。

担当者を明確にし、性に関する指導や人権教育を定期的に実施する。

本人や保護者の希望をもとに寄宿舎職員や学級担任と協議しながら「個別の生活支援計画」を作成し、効果
的に活用する。

教員が専門性を高めるための学びの機会を計画的に設定し、教科指導力の向上を図る。特に、学科活用日
や専攻科会議を有効に活用し、臨床力・指導力の充実に努める。

評価項目

普通科

生活技能科
教科横断的な視点から、各教科の指導を連動させた教育活動を推進する。

個々の実態に応じた「分かる・できる」授業を追求
する。

安心・安全で人権が尊重される学科風土の醸成を
図る。

事故や医療過誤を未然に防ぐため、医療従事者として求められるリスク管理の重要性について理解を深め、
安全意識と責任感の向上を図る。

火災・地震・不審者を想定した避難訓練の実施と、発作時の対応の研修を行う。

生徒の学びの目標や卒業までに身に付ける力を踏まえた個別の指導計画・教育支援計画に基いた教材教
具の工夫や、自立活動の指導と各教科指導の教科横断的な連動を意識した一貫した指導・支援を進める。

多様な支援機器や視覚情報を補うICTを効果的に活用し、生徒が自ら学び方を選択し、学習を調整・表現で
きる環境を整えることで、主体的に学びに向かう力や将来に生かせる情報活用能力を育成する。

豊かな人間性と信頼を備えた医療従事者を育成
する。

理療科・
保健理療科

理療科教員としての専門性の向上と広報活動の
充実を図る。

寄宿舎

各学科・保護者・関係諸機関等との連携を図り、共
通理解に基づいた指導・支援に努め、自立し、主
体的に社会参加するための資質・能力を育成す
る。

舎生が安心・安全で充実した集団生活が送れるよ
うに、災害時や緊急時における危機管理意識と対
応力の向上を図り、協力体制を構築する。 災害時や緊急時において円滑に対応できるように、必要に応じて、緊急時マニュアルを改善する。

研修科

「福岡モデル」のブランド力強化を図り、雇用の拡
大等につなげる。

学科全体で専門性・指導力向上に取組む。

学級担任、養護教諭、スクールカウンセラーと連携を図り、舎生の心身の健康管理に努める。

特１３



生徒会・自治会の自主的・自発的な活動を促し、支援する。

在学時だけではなく、卒業後も進路先と連携を図りながら、組織的・系統的に進路指導を行う。

各学科・寄宿舎と横断的に進路情報の共有を図り、生徒の希望に応じた進路実現の支援体制を強化・充実
する。

各学科・寄宿舎と連携しながら、社会参加で求められる「衣食住+消費生活」に関する情報提供を行う。

評価項目以外のものに関する意見

自立活動充実を目指し、課題関連図等作成を軸とした演習形式の研修を実施する。

若年教員を新転任者研修等の講師として登用し、専門性の定着（OJT）を推進する。

急病やけが等の緊急時に適切な対応ができるように、校内の体制を整える。

連携
推進課

生徒が夢や希望を見いだし、たくましく社会に向か
うための「キャリア教育の充実」を図る。

進路
指導課

関係機関と連携し、地域の学校や視覚障がいのあ
る生徒・保護者等に対する教育相談等を通して、
センター的機能を発揮する。

個別最適な学びの実現と教科横断的な視点に立った指導の展開を軸とし、全教員の授業実践力を高める。

安心・安全に過ごせる学校風土の醸成を図
る。

生徒
指導課

生徒のニーズに応える質の高い授業を提供するた
めに、専門性の継承と全教職員の指導力向上を
目指した職員研修の充実を図る。

「敬愛」「礼節」の理念を基盤に、互いに共感し合える人間関係を育むための支援を行う。

SNSに関する情報提供を行い、いじめ問題や現代的な課題に対応するとともに、外部専門家等とも
連携した生徒支援体制の充実を図る。

スクールカウンセラーによる心理相談や心の健康教育、職員研修の充実を図る。

保健体育委員会と連携しての情報発信や、食に関する指導の全体計画の作成と活用を通して食育を推進す
る。

指導の充実のため、自立活動における好事例の紹介や目標設定に関する演習を計画する。

生徒の夢や希望を実現する「組織的・系統的な進
路指導の充実」を図る。

社会とつながり可能性を広げる機会の充実を
図る。

本校の良さについてＳＮＳ等を活用し戦略的に発
信する。

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策

本科生徒・保護者・理療科生徒に寄り添う進路指導を行うと同時に、キャリア教育の充実を目指した学習会
などを実施する。

ＹｏｕＴｕｂｅ、X、HP、学校新聞を効果的に活用し、本校の良さを発信する。

生徒へのICT指導力の向上を図るため、ICT支援員と連携して職員研修を実施する。

ICT機器や関連する入出力機器の貸出を行うと共に、使用方法や指導方法に関する助言を行う。

視覚障がい者の自立に役立つICT機器に関する情報を収集し、職員へ提供する。

生徒の声を次の学びに生かす「授業アンケート」の実施と計画改善に取り組む。

ICTを活用した分かりやすい授業など、先生同士の「工夫」を共有できる仕組みづくりを推進する。

生徒の自立や社会参加につながるICT機器指導
の促進を図るため、職員への情報提供や機器の
貸出を推進する。

情報課

学務課

授業や校務等のICT機器の利用を円滑に進めるた
め、職員への支援体制を整える。

【授業の充実】「わかった！できた！」を叶える、授
業づくりをサポートする。

【学びの設計】「社会で活きる力」を育む、魅力的な
カリキュラムづくりを推進する。

ICT支援員の活用を推進するため、来校日や支援内容例の周知を徹底する。

各科の特性を活かした教科や行事のつながりが見える年間学習計画の作成に努める。

ICTを効果的に組み込んだ、一人ひとりに合った学びの推進を図る。

教
務
部

広報媒体や発信内容を精選・再構成し、効果的な情報発信を行う。

センター的機能を推進し、潜在的な必要支援を見つけ、適切な教育的支援や相談活動を行う。

学校PR動画を効果的に活用し、視覚特別支援学校の情報を発信する。

行事や委員会活動を通して、他者と協力して取り組む活動の設定や、高等学校等との交流・共同学
習を充実させる。

生
徒
指
導
部 保健課

生徒の心身における健康の保持増進を目指す。

危機管理・安全管理に対する意識を高めるととも
に、安心安全な環境づくりに取り組む。

危険箇所の早期発見・対応のため、定期的に安全点検を実施する。

研修
推進課

教職員一人一人が生徒に信頼される授業づくりを
実践できるよう、互いに高め合う校内研究を推進
する。


